
現在、山梨県の富士北麓・東部地域は北都留郡と南都留郡と呼ばれています。

明治11年（1878）に南北に分けられるまでは、ひとつの郡でした。この都留という

郡の名前は、およそ今から1300年前の奈良時代あたりから使われていたと考えら

れています。

さて、この都留郡ができた古代（奈良時代、そして続く平安時代）は、山梨県は

甲斐国とよばれ、国の政治の中心である国府（現在の県庁的な役所）は、箇吹市付

近に存在したと推定されています。そして、都留郡にも郡の中心として郡家

（郡衛）が存在しました。しかし、これまでこの郡家（郡衛）の所在地がどこなの

かは分かっておりませんでした。平成16年（2004）に古代甲斐国富衝研究会の研究

により、大月市の大月遺跡（県立都留高校の敷地周辺）の発掘調査事例を再検討した結果、古代の都留郡家（郡衛）

である可能性が高まりました。少しずつではありますが、古代の都留郡の姿が明らかになりつつあります。都留

市内の遺跡も再検討をすることにより、郡の下に存在した郷の様子を知ることができるかもしれません。

都留市は都留郡の中心的な位置にあり、桂川流域を中心に古代（奈良・平安時代）の遺跡が多くみられます。都

留市内には、それ以前の古墳時代の遺跡が極めて少なく、奈良時代になってからの遺跡が多くみられるようにな

ります。ちょうど都留郡と呼ばれ始めた頃から集落に人が多く住むようになるのです。いったいなぜ、人々はこ

の地域に集まったのか、そしてどのような暮らしをしていたのかを都留市内の遺跡の発掘調査成果を中心に考え

て行きます。また、古代（奈良・平安時代）の都留郡の様子を探るために大月市や上野原市で発掘された事例もあ

わせて紹介する予定です。

また、『山梨の遺跡展2004』（山梨県埋蔵文化財センター主催）の巡回展を同時開催して、平成16年度に山梨県内

で発掘された遺跡（国指定史跡・甲斐銚子塚古墳ほか）の情報についても紹介します。

会　　期1月15日（日）一2月27日（日） 

開館時間　午前9時一午後4時30分（入館は4時まで） 

観覧料　一般　　　　300円（210円） 

高・大学生　200円（140円） 

小・中学生100円（70円） 

（）内は20名以上の団体料金です。 

休館　日　月曜日（月曜日が祝祭日の場合は開館し翌 

日が休館）、第三火曜日、祝祭日の翌日 
※分館「増田誠美術館」と共通券です。 

冬休みチャレンジ教室

●たこ作り・おもちつき教室

日　時1月7日（土）午前9時～

定　員　30名

参加費　200円

持ち物　たこ糸　※大根の漬物販売もあります。

間合先　ミュージアム都留　℡（45）8008
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